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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期
第２四半期
連結累計期間

第40期
第２四半期
連結累計期間

第39期
第２四半期
連結会計期間

第40期
第２四半期
連結会計期間

第39期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 10,829 9,271 7,792 6,826 21,486

経常利益（△は損失）（百万円） △165 39 315 407 △266

四半期（当期）純利益(△は損失）

(百万円）
△188 13 293 401 △471

純資産額（百万円） － － 1,467 2,236 1,225

総資産額（百万円） － － 16,196 16,689 16,703

１株当たり純資産額（円） － － 124.58 144.41 104.00

１株当たり四半期（当期）純利益

金額　（△は損失）（円）
△16.69 0.99 24.95 26.90 △40.83

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 9.1 13.4 7.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,624 1,484 － － 2,096

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△685 △3,622 － － △328

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△775 △669 － － 1,039

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）　残高（百万円）
－ － 609 447 3,254

従業員数（人） － － 444 347 377

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 347     

　（注)   従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者は含んでおりません。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 302     

　（注）　従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者は含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　建設業における施工能力（生産能力）は、施工監理、施工技術、機械力、労働力、資金力及び資材調達力等の総合に

よるものであり、工事内容が多く多様化しており、当社は外注に依存している割合が高く、具体的に表示することは

困難であるため、特に記載しておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

受注高（百万円） 前年同四半期比（％） 受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

住宅工事請負事業 3,003 87.3 5,041 71.0

分譲事業 752 56.1 393 65.5

合計 3,756 78.5 5,435 70.6

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

住宅工事請負事業（百万円） 4,725 92.9

分譲事業（百万円） 1,103 64.4

その他事業（百万円） 997 100.3

合計（百万円） 6,826 87.6

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(4）季節的変動について

　当社グループは、住宅工事請負事業における建物の完成引渡しが第２四半期、第４四半期に集中し、第１四半期、第

３四半期の売上高の割合が低くなるという事業特性があります。

２【事業等のリスク】

   当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（1）業績の状況

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　　　　　　　　　　　

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、各種政策効果などを背景に、景気は自律的回復に向けた動

きも見られますが、完全失業率が高水準にあることや、長引く円高・株安や世界経済の減速など景気を下押しす

る懸念材料が多く、依然として厳しい状況にあります。個人消費は、エコカー減税やエコポイントなどの政府の経

済対策等により持ち直しの動きがあるものの、デフレの影響や、雇用情勢の悪化懸念から、慎重にならざるを得な

い状況が続いております。

住宅業界におきましては、低調ながら持ち直しの動きが見られ、フラット３５Ｓや住宅版エコポイントなどの

政府政策の延長で追い風となるものの、雇用情勢が依然として厳しい状況にあるため、本格的な需要の回復には

至っておりません。

　　

このような市場環境下、当社グループは、地域密着型営業を推し進め、事業効率の強化とコスト削減に努めた

結果、当第２四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高６８億２６百万円（前年同期比

１２.４％減）となりましたが、利益面では、営業利益は４億３８百万円（前年同期比２６．５％増）、経常利

益は４億７百万円(前年同期比２９．２％増）、四半期純利益は４億１百万円(前年同期比３６．６％増）となり

ました。

当社グループの売上高は、住宅工事請負事業における建物の完成引渡しが第２四半期、第４四半期に集中し、

第１四半期、第３四半期の売上高の割合が低くなるという事業特性があります。

　     なお、セグメント別の状況は以下のとおりであります。

 

　　　（住宅工事請負事業）

当事業の売上は、個人住宅、アパートメント等の工事請負であります。

当第２四半期連結会計期間は、営業力の強化とコスト削減を推し進め受注促進に努めましたが、売上高は  ４

７億２５百万円（前年同期比７．１％減）となり、営業利益は２億８７百万円（前年同期比０．８％減）となり

ました。

　     (分譲事業）

当事業の売上は、土地付分譲住宅及び分譲宅地の販売によるものであります。

当第２四半期連結会計期間は、在庫削減のもと分譲販売に注力しましたが、分譲販売の不振により売上高は１

１億３百万円（前年同期比３５．６％減）となりましたが、営業利益は１２百万円（前年同期は４８百万円の営

業損失）となりました。

     　(その他事業）

当事業の売上は、主にリフォーム等のホームイング工事の受注によるものであります。

当第２四半期連結会計期間の売上高は９億９７百万円（前年同期比０．３％増）、営業利益は１億５６百万円

（前年同期比２４．７％増）となりました。
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　（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期連結会計期

間末に比べ５５百万円減少し、４億４７百万円となりました。

　

 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果得られた資金は、１７億８０百万円（前第２四半期連結会計期間は２６億８５百万円の収入）

となりました。前年同期との増減の主な要因は、未成工事受入金の減少額５億９百万円と仕入債務の減少額２億

５１百万円等によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は、１２億４８百万円(前第２四半期連結会計期間は１億１３百万円の使用）と

なりました。前年同期との増減の主な要因は、預け金の増加額１１億７０百万円によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果使用した資金は５億８６百万円(前第２四半期連結会計期間は２３億９６百万円の使用）とな

りました。前年同期との増減の主な要因は、新株の発行による収入１０億円と短期借入金の増加額８億７１百万

円によるものであります。  

　（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　（4）研究開発活動

当社グループでは、商品自体の開発については、住宅部材仕入先であるミサワホーム㈱へ包括的に委託してお

り、当社では、研究開発活動は行っておりません。

  商品の運用面におきましては、ミサワホーム㈱と協力し、北海道の気候・風土に適した北海道向けの商品の開

発や９ケ所に常設展示場を設置し、北海道における住生活の提案等を行っております。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,000,000

計 39,000,000
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②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,484,504 15,484,504 非上場

権利内容に何ら

限定にない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 15,484,504 15,484,504 － －

（注）平成22年６月15日に札幌証券取引所への上場を廃止したことにより、非上場となっております。　

　

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月15日

（注）
3,703,70415,484,504500,0001,738,602500,000897,208

　（注）有償第三者割当

        発行価格　  270円

        資本組入額　135円　

        割当先　　　ミサワホーム株式会社　　

　

（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　ミサワホーム株式会社 東京都新宿区西新宿二丁目４番１号 15,484 100.00

計 － 15,484 100.00

　（注）平成22年６月21日付で、ミサワホーム株式会社は株式交換契約により、当社の完全親会社となりました。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,484,000 15,484 

単元未満株式 普通株式      　 504 －
　１単元（1,000株）未

  満の株式　　

発行済株式総数  　　      15,484,504 － －

総株主の議決権 － 15,484 －

　

　②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －

　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 269 265 268 － － －

最低（円） 260 260 266 － － －

　（注）　最高・最低株価は、札幌証券取引所におけるものであります。

　　　　　なお、平成22年６月15日をもって同取引所への上場を廃止したことにより、それ以後の株価については該当

　　　　　事項はありません。　

　

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省

令第14号）に準じて記載しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責

任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 635,891 3,339,011

受取手形・完成工事未収入金等 287,058 312,276

販売用不動産 6,729,416 7,708,838

未成工事支出金 637,013 375,166

仕掛販売用不動産 2,399,433 2,446,979

貯蔵品 7,601 8,078

関係会社預け金 3,780,000 －

繰延税金資産 19,886 17,848

その他 336,914 538,916

貸倒引当金 △9,124 △8,395

流動資産合計 14,824,091 14,738,720

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,511,849 1,487,373

減価償却累計額 △959,030 △925,004

建物及び構築物（純額） 552,818 562,368

土地 1,062,372 1,062,372

その他 288,886 308,747

減価償却累計額 △261,772 △276,228

その他（純額） 27,113 32,519

有形固定資産合計 1,642,304 1,657,261

無形固定資産 25,025 26,215

投資その他の資産

投資有価証券 83,826 164,776

繰延税金資産 20,107 18,410

その他 103,292 113,467

貸倒引当金 △9,086 △14,862

投資その他の資産合計 198,140 281,791

固定資産合計 1,865,470 1,965,267

資産合計 16,689,562 16,703,987
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,750,962 2,256,167

短期借入金 4,592,600 6,123,750

1年内返済予定の長期借入金 740,000 757,950

未払法人税等 32,428 25,168

繰延税金負債 8,965 15,202

未成工事受入金 1,386,115 1,093,335

不動産事業受入金 14,112 43,467

預り金 486,996 451,501

関係会社預り金 500,000 500,000

賞与引当金 125,241 113,572

完成工事補償引当金 33,724 48,831

その他 267,328 381,011

流動負債合計 10,938,476 11,809,958

固定負債

社債 200,000 200,000

長期借入金 1,500,000 1,620,000

関係会社長期借入金 1,500,000 1,500,000

繰延税金負債 4,095 3,759

退職給付引当金 46,708 43,099

役員退職慰労引当金 45,461 105,523

資産除去債務 24,328 －

その他 194,374 196,427

固定負債合計 3,514,967 3,668,809

負債合計 14,453,443 15,478,767

純資産の部

株主資本

資本金 1,738,602 1,238,602

資本剰余金 897,208 397,208

利益剰余金 △405,182 △418,355

株主資本合計 2,230,628 1,217,454

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,490 7,764

評価・換算差額等合計 5,490 7,764

純資産合計 2,236,118 1,225,219

負債純資産合計 16,689,562 16,703,987
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 ※1
 10,829,184

※1
 9,271,893

売上原価 9,233,017 7,864,467

売上総利益 1,596,167 1,407,426

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 651,730 472,617

賞与引当金繰入額 75,548 72,665

退職給付費用 69,853 49,049

役員退職慰労引当金繰入額 3,803 3,722

広告宣伝費 297,860 223,146

貸倒引当金繰入額 8,279 1,545

その他 605,326 489,648

販売費及び一般管理費合計 1,712,401 1,312,394

営業利益又は営業損失（△） △116,233 95,031

営業外収益

受取利息 3,571 18,901

受取配当金 1,483 1,536

受取手数料 14,963 14,066

保険料還付金 18,858 －

その他 19,952 17,997

営業外収益合計 58,829 52,501

営業外費用

支払利息 100,381 102,143

社債利息 2,161 2,161

その他 5,476 4,126

営業外費用合計 108,019 108,432

経常利益又は経常損失（△） △165,423 39,100

特別利益

完成工事補償引当金戻入額 － 2,513

固定資産売却益 254 169

貸倒引当金戻入額 － 972

特別利益合計 254 3,656

特別損失

固定資産売却損 3 －

固定資産除却損 7,159 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,645

その他 － 610

特別損失合計 7,162 10,255

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△172,332 32,501

法人税、住民税及び事業税 28,396 26,890

法人税等調整額 △11,986 △7,562
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

法人税等合計 16,409 19,328

少数株主損益調整前四半期純利益 － 13,173

少数株主利益 － －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △188,742 13,173
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 ※1
 7,792,414

※1
 6,826,399

売上原価 6,615,758 5,718,736

売上総利益 1,176,656 1,107,662

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 305,841 231,122

賞与引当金繰入額 28,035 41,952

退職給付費用 32,262 24,944

役員退職慰労引当金繰入額 － 3,722

広告宣伝費 155,020 101,917

貸倒引当金繰入額 8,897 1,206

その他 299,997 264,340

販売費及び一般管理費合計 830,054 669,206

営業利益 346,601 438,455

営業外収益

受取利息 2,858 12,054

受取手数料 9,347 9,976

その他 11,365 8,584

営業外収益合計 23,570 30,615

営業外費用

支払利息 50,345 57,918

社債利息 1,089 1,089

その他 3,187 2,398

営業外費用合計 54,623 61,406

経常利益 315,548 407,664

特別利益

完成工事補償引当金戻入額 － 759

固定資産売却益 － 169

貸倒引当金戻入額 － 972

特別利益合計 － 1,902

特別損失

固定資産除却損 6,629 －

特別損失合計 6,629 －

税金等調整前四半期純利益 308,919 409,566

法人税、住民税及び事業税 25,611 23,531

法人税等調整額 △10,623 △15,401

法人税等合計 14,987 8,130

少数株主損益調整前四半期純利益 － 401,436

少数株主利益 － －

四半期純利益 293,931 401,436
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△172,332 32,501

減価償却費 41,549 33,916

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 9,645

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,964 △5,047

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,249 11,669

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,851 3,608

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △7,982 △15,107

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,803 △60,062

受取利息及び受取配当金 △5,054 △20,437

支払利息 100,381 102,143

社債利息 2,161 2,161

有形固定資産除却損 7,159 －

有形固定資産売却損益（△は益） △250 △169

売上債権の増減額（△は増加） 193,895 25,218

たな卸資産評価損 72,511 79,185

たな卸資産の増減額（△は増加） 692,890 686,411

前渡金の増減額（△は増加） 82 573

未収消費税等の増減額（△は増加） 276 △2,792

仕入債務の増減額（△は減少） 405,441 494,795

未成工事受入金の増減額（△は減少） 555,717 263,424

預り金の増減額（△は減少） △5,959 35,494

未払消費税等の増減額（△は減少） △32,712 △61,871

その他 △98,766 26,776

小計 1,753,378 1,642,038

利息及び配当金の受取額 5,054 7,967

利息の支払額 △99,256 △146,294

法人税等の支払額 △35,246 △19,334

法人税等の還付額 682 404

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,624,611 1,484,780

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △40,000 △113,664

定期預金の払戻による収入 10,000 10,000

有価証券の売却による収入 － 76,602

有形固定資産の取得による支出 △54,910 △8,395

有形固定資産の売却による収入 423 1,923

無形固定資産の取得による支出 － △210

貸付けによる支出 △662,151 △3,500

貸付金の回収による収入 61,513 4,778

預け金の増減額（△は増加） － △3,590,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △685,124 △3,622,464
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,182,850 △1,531,150

長期借入金の返済による支出 △93,210 △137,950

株式の発行による収入 500,202 1,000,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △775,858 △669,099

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 163,629 △2,806,784

現金及び現金同等物の期首残高 445,964 3,254,011

現金及び現金同等物の四半期末残高 609,593 ※
 447,227
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 　　 　資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月

31日）を適用しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞ

れ1,653千円減少し、税金等調整前四半期純利益は11,299千円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額

は24,220千円であります。　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日

　　至　平成22年９月30日）　

（四半期連結損益計算書）

　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

　式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

　当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　　前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「貸付けによる支出」及び「貸付

  金の回収による収入」に含めて表示しておりました「預け金の増減額」は、四半期連結貸借対照表上、当第２四半期

　連結会計期間より区分掲記したことに伴い、区分掲記することとしました。なお、前第２四半期連結累計期間の「投

  資活動によるキャッシュ・フロー」の「貸付けによる支出」及び「貸付金の回収による収入」に含まれる「預け金の

  増減額」は△590,000千円であります。　

　

当第２四半期連結会計期間

（自　平成22年７月１日

　　至　平成22年９月30日）　

（四半期連結貸借対照表）

　　前第２四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示しておりました「関係会社預け金」は、

  資産総額の100分の10を超えたため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記することとしました。なお、前第２四半

  期連結会計期間の流動資産の「その他」に含まれる「関係会社預け金」は、590,000千円であります。

　

（四半期連結損益計算書）

　　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

　式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、

　当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　
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【簡便な会計処理】

 

当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法　

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除

項目を重要なものに限定する方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判定に関しては、前連結会計年度末以降に

経営環境等、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められる

ので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末

（平成22年９月30日）

前連結会計年度末

（平成22年３月31日）

　１　保証債務     　

　（イ）　住宅購入者のための住宅ローン融資に対する

      　抵当権設定登記完了までの保証債務

1,830,538千円

　  (ロ）  住宅購入者のためのつなぎ融資に対する住宅

         ローン実行までの保証債務

1,287,440千円

　１　保証債務

　（イ） 住宅購入者のための住宅ローン融資に対する

       抵当権設定登記完了までの保証債務 

2,439,290千円

　 （ロ） 住宅購入者のためのつなぎ融資に対する住宅

        ローン実行までの保証債務

826,020千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日）

※１　当社グループの売上高は、建物の完成引渡しが第２　　

　　　四半期、第４四半期に集中し、第１四半期、第３四半

期の売上高の水準が低くなるという事業特性がありま

す。

※１　　　　　　　　　　同左　

 

前第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日

至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間

（自　平成22年７月１日

至　平成22年９月30日）

※１　当社グループの売上高は、建物の完成引渡しが第２　　

　　　四半期、第４四半期に集中し、第１四半期、第３四半

期の売上高の水準が低くなるという事業特性がありま

す。

※１　　　　　　　　　　同左

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日

至　平成22年９月30日）

※ 　  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※ 　  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 664,593

　預入期間が３か月を超える定

  期預金
△55,000

　現金及び現金同等物 609,593

　

 （千円）

　現金及び預金勘定 635,891

　預入期間が３か月を超える定

  期預金
△188,664

　現金及び現金同等物 447,227

　

　

（株主資本等関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第２四半期　　　　連結会計期間末

　普通株式（株） 15,484,504

２．自己株式の種類及び株式数

            該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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５．株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、平成22年７月15日付で、ミサワホーム株式会社から第三者割当増資の払い込みを受けました。こ

  の結果、当第２四半期連結累計期間において資本金、資本準備金はそれぞれ500,000千円増加しました。

    　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
住宅工事請
負事業
（千円）

分譲事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
　(千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 5,085,1161,713,461993,8377,792,414 － 7,792,414

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 5,085,1161,713,461993,8377,792,414 － 7,792,414

営業利益又は営業損失（△） 289,930△48,478125,312366,763△20,162 346,601

　

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
住宅工事請
負事業
（千円）

分譲事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
　(千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 6,900,2822,297,5921,631,30910,829,184 － 10,829,184

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 6,900,2822,297,5921,631,30910,829,184 － 10,829,184

営業利益又は営業損失（△） 255,635△419,32982,405△81,287 △34,945 △116,233

　（注）(1）事業区分の方法

事業の種類、商品の存在形態、販売市場等の類似性及び業態を考慮して区分しております。

(2）各事業区分別の主要商品及び事業内容は次のとおりであります。

事業区分 主要商品及び事業内容

住宅工事請負事業

木質住宅の建築工事請負

ビル・マンション等の建築工事請負

増築工事請負

 保険代理店業務

分譲事業 土地付分譲住宅の施工・販売、分譲宅地の販売、保険代理店業務

その他事業

不動産の仲介

建築確認申請及び調査

改築等のリフォーム工事請負

アパート等の管理
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【所在地別セグメント情報】

　　前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

　　前第２四半期連結会計期間(自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）及び前第２四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　

  　海外売上高がないため該当事項はありません。　　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、北海道内で木質住宅の建築工事請負、ビル・マンション等の建築工事請負、土地付分譲住宅の販売、

分譲宅地の販売を主な事業とし、その他住宅関連事業を展開しております。

　したがって、当社は、事業の種類別のセグメントから構成されており、「住宅工事請負事業」、「分譲事業」

及び「その他事業」の３つを報告セグメントとしております。「住宅工事請負事業」は、木質住宅の建築工

事請負、ビル・マンション等の建築工事請負で、「分譲事業」は土地付分譲住宅の販売、分譲宅地の販売、

「その他事業」は不動産の仲介、改築等のリフォームの工事請負等であります。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　 報告セグメント　

調整額

（注）１

　

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）２　

　
住宅工事請負

事業　
分譲事業　 その他事業　 計　

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売

　上高又は振替高　

  5,813,032　

         －

　1,763,022　

       　－

　1,695,838

       　－

　9,271,893

　       －

　       －

       　－

　9,271,893

　       －

計   5,813,032　1,763,022　1,695,838　9,271,893       　－ 　9,271,893

セグメント利益（△は損失）

　
  　307,911　△245,612　   61,385　  123,683 　△28,652　   95,031

（注）１.セグメント利益の調整額△28,652千円は、配賦不能営業費用であり、主に各セグメントに帰属し

　　　 　ない役員報酬、交際費等であります。

　　　２.セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

　 報告セグメント　

調整額

（注）１

　

四半期連結損

益計算書計上

額

（注）２　

　
住宅工事請負

事業　
分譲事業　 その他事業　 計　

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売

　上高又は振替高　

  4,725,726　

         －

　1,103,434　

       　－

  　997,237

       　－

　6,826,399

　       －

　       －

       　－

　6,826,399

　       －

計   4,725,726　1,103,434  　997,237　6,826,399       　－ 　6,826,399

セグメント利益　   　287,741   　12,517    156,255　  456,515 　△18,059　  438,455

　 （注）１.セグメント利益の調整額△18,059千円は、営業配賦不能費用であり、主に各セグメントに帰属し

　　　　　　ない役員報酬、交際費等であります。　

　　　 　２.セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　　　　　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

（追加情報）　

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年３月21日）を適用しております。　

　

（金融商品関係）

　　　　　当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　　　　　企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が

　　　　が認められる金融商品は以下のとおりであります。

科目　
四半期連結貸借

対照表計上額　（千円）　
時価（千円）　 差額（千円）　

（１）現金及び預金　 　      635,891 　      635,891           　－

（２）関係会社預け金　     　3,780,000    　3,780,000           　－

（３）投資有価証券 　       83,826        　83,826           　－

（４）支払手形・工事未払金等　     　2,750,962　    2,750,962　           －

（５）短期借入金　     　4,592,600    　4,592,600           　－

（注）金融商品の時価の算定方法

（１）現金及び預金、（２）関係会社預け金、（４）支払手形・工事未払金等、（５）短期借入金

　　　これらは、短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該

　　帳簿価額によっております。

（３）投資有価証券

　　　株式等の時価については、取引所の価格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関す

　　る事項については、注記事項「有価証券関係」をご参照下さい。　
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（有価証券関係）

　  当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連

　結会計年度の末日と比べて著しい変動が見られます。

　 取得原価（千円）　
四半期連結貸借対照表

計上額（千円）　
差額（千円）　

（１）株式　 　　　　　　　　76,649 　　　　　　　　83,826 　　　　　　　　　7,176

（２）債券　 　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　 －

（３）その他　 　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　－ 　                   －

合計　 　　　　　　　　76,649 　　　　　　　　83,826                 　7,176

　

（デリバティブ取引関係）

　      　当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　　　　　当社グループは、ヘッジ会計が適用されている「金利スワップ取引」のみを行っているため、開示対象から

　      除いております。

　

（ストック・オプション等関係）

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

ミサワホーム北海道株式会社(E00286)

四半期報告書

25/29



（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 144.41円 １株当たり純資産額 104.00円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 16.69円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 0.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △188,742 13,173

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は純損失（△）

（千円）
△188,742 13,173

期中平均株式数（株） 11,309,800 13,359,428

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 24.95円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 26.90円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（千円） 293,931 401,436

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 293,931 401,436

期中平均株式数（株） 11,780,800 14,920,897

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、引き続き通

　常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間末におけるリース取

　引残高は前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

ミサワホーム北海道株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平井　久也　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　達郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミサワホーム北海道

株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミサワホーム北海道株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の

財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められ

なかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、当社（四半期報告書提出会社）が、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したもの

であり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月11日

ミサワホーム北海道株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平井　久也　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　達郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミサワホーム北海道

株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日か

ら平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミサワホーム北海道株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の

財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められ

なかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、当社（四半期報告書提出会社）が、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したもの

であり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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